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	応用
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	細胞局在:細胞質、核。サイクリン依存性キナーゼ4(CDK4) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーのメンバーです。このタンパク質は、S. cerevisiae cdc28およびS. pombe cdc2の遺伝子産物と非常に類似しています。これは、細胞周期G1期の進行に重要なタンパク質キナーゼ複合体の触媒サブユニットです。このキナーゼの活性はG1-S期に限定され、これは調節サブユニットD型サイクリンおよびCDK阻害剤p16(INK4a)によって制御されます。このキナーゼは、網膜芽細胞腫遺伝子産物(Rb)のリン酸化に関与していることが示されています。この遺伝子およびD型サイクリン、p16(INK4a)、Rbなどの関連タンパク質の変異は、さまざまな癌の腫瘍形成に関連することがわかりました。この遺伝子には複数のポリアデニル化部位が報告されている。[RefSeq提供、2008年7月]
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	CDK4ウサギmAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

